
 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア・ＮＰＯ活動センター通信   Vol.21 
2015.4.20発行 

 

龍谷大学教職員の皆さん向けに、ボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動をご紹介する情報紙です。教職員
の皆さんにボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動を知っていただきたい！ボランティア活動に参加していた
だきたい！そんな思いが込められています。 

深草キャンパス 
 

 

 

         

 

 

 

〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67  

Tel:075-645-2047  Fax:075-645-2064 

 

ご挨拶 「想像力を駆使して、他者の喜びや悲しみに共感する」 

 

瀬田キャンパス 
 
 

                 

 

 

〒520-2194 

大津市瀬田大江町横谷 1-5     

Tel:077-544-7252 

 Fax:077-544-7261 

 

ＷＥＬＣＯＭＥ！ ボランティア・ＮＰＯ活動センター！ 

 

ボランティア活動にとって大切なこと、それは、「想像力」 

を駆使して、「もし自分がその人の境遇・立場に置かれたら」 

と思い描いてみること、今までは「見知らぬ人」だった他者 

の喜びや悲しみに「共感」すること、ではないでしょうか。 

発展途上国には、飢餓や貧困に苦しむ子供たちがたくさん 

います。 

東日本大震災では、愛する家族を喪った方々、今なお避難 

生活を余儀なくされている方々がたくさんいます。 

私たちの周りには、障がいを抱え不自由な暮らしをしてい 

る人がいます。 

ボランティア・NPO 活動センターの最も大切な「活動」は、 

ボランティアに関心がある学生の話を聴くこと、ボランティ 

アを必要としている地域の方々の話を聴くこと、両者を「つなげる」こと、そして、活動の経験を「学生一人ひ

とりの主体的な学び」に結び付けていくことです。 

こうした活動を、私たちのセンターでは、学生スタッフ、専門職のボランティアコーデネーター、事務職員、

多彩な学識経験を有する教員たちが協力し合いながら展開しています。 

2015年、龍谷大学ボランティア・NPO活動センターは、創設 15年を迎えます。今後とも、たくさんの方々のお

力を頂戴しながら、一人ひとり、一つひとつの活動を大切にし続け、センターが学生、教職員、そして地域の方々

の「拠り所」のような存在になることを目指していきたいと思います。 

学生・教職員の皆さん、地域の皆さん、ぜひ気軽にお立ち寄りください。センター一同、心よりお待ち申し上

げております。 

 ボランティア・NPO活動センター  センター長 伊 達 浩 憲  

  

Tel:075-645-2047
Tel:077-544-7252


 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春季 海外・国内体験学習プログラム報告 

テーマ 訪問地 期間 人数 

 

海

外 

島嶼社会における環境、平和、国際関係を考える旅 パラオ共和国 
2015年2月19日～2月24日 

6日間 
10名 

貧困の中で生きる人々と出会い、向き合う旅 フィリピン共和国 
2015年2月26日～3月9日 

12日間 
6名 

国

内 
富山 五箇山 合掌の里グリーンツーリズム体験 富山県南砺市 

2015年2月21日～2月24日 

4日間 
15名 

 

パラオ共和国：エコツアー体験      フィリピン共和国：子だもたちとの交流       富山県南砺市：五箇山合掌の里 見学   

                      

※ 春季体験学習プログラム報告会のご案内  ※ 

各プログラムに参加した学生が学んだことや感じたことを発表する機会として、合同の報告会を行います。 

教職員の皆さんも、ぜひ報告会にご来場ください。また、関心のある学生にも、ご案内のご協力をお願い致します。 

日時：2015 年 4 月 2０日（月）17：30～19：30 場所：瀬田キャンパス 6 号館プレゼンテーション室 

 

 

 

 

 

 

ボランティア・ＮＰＯ活動センターでは、国内外でのボランティア活動等に関心のある本学学生に向けて、貧困・

福祉・環境問題など様々な課題を抱える国・地域を訪れ、その現状に触れながら現地のＮＰＯ・ＮＧＯなどと交流を

通じ、学生が異文化間における相互理解や共生を学ぶことを目的に「体験学習プログラム」を実施しています。 

今回は、下表のように、海外体験学習プログラムとして 2 プログラム、国内体験学習プログラムとして 1 プログラ

ムを実施しました。パラオ共和国のプログラムは経済学部 松島泰勝先生に、フィリピン共和国のプログラムは特定

非営利活動法人アクセス－共生社会をめざす地球市民の会に、富山県南砺市のプログラムは認定 NPO 法人 JUON 

NETWORK に、それぞれ引率いただきました。 

 参加した学生からは、「ペリリュー島での戦跡を見て回ること、パラオの自立のためにそれぞれの組織で活動されて 

いる方々の生の声を聴くことで得たものは、大きなインパクトとして胸に刻まれた。実際に見て、聞いて、感じたも 

のは何よりもリアルで説得力がある。その体験や情報から自分なりの考え、主張を持つべきだと感じた」(パラオ)、 

「現状について学習し、現地を訪れ、人々と交流したのち、ディスカッションを通じて互いの理解を深め合うという 

サイクルの中で、貧困や戦争について頭をフル回転させた 12日間だった。この 12 日間で学んだ、物事を多面的に捉 

えることや本質を捉えることの重要性を念頭に、今後グローバル化が進む社会の中でより一層自分の見識を高めてい 

きたい」（フィリピン）、「現地で体験をしたり、お話を聞いたりし、文化の保持と地域活性化の促進を両立させること 

の難しさを学ぶことができた」（富山）という声が聞かれました。 

本プログラムは 2015年度も継続実施致します。詳しくはセンターまでお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



oh!ガッツ！雄勝♪～雄勝の今を伝えたい～ 
Vo.0 実施！     （深草）1/15～16 

瀬田コミュニティ企画 
「広げよう！瀬田コミュニティの輪」 
「防災・減災 そなえパークの日」に参画！（瀬田）3/15 

深草・瀬田の学生スタッフが、2014

年度の活動をふりかえり、新年度の活

動を考えるための春合宿を実施しま

した。新年度の目標も決め、新スタッ

フを迎える体制もバッチリ！2015 年

度、さらにパワーアップした学生スタ

ッフに、ご期待ください！ 

春合宿 開催！ 
   （深草）3/12～13 

   （瀬田）3/16～17 

大津 100円商店街でボランティア企画 実施! 
              （瀬田）3/7 

大津市中央地区の 8 商店街にて、第 11 回大津 100 円商店街が開催さ

れました。今回は、龍大生 8 名とセンターの学生スタッフ 8 名の計 16

名がボランティアとして活躍！まちづくり活動にボランティアとして

参画するやりがいや街の人々とのふれあいを体感してもらうことがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生スタッフの活動報告 

 

龍大生と地域住民が相互に「地域住民同士のつながりの大切さ」

を意識してもらいたいと考え、滋賀県営都市公園びわこ文化公園

で行われた「防災・減災 そなえパークの日」のイベントに参画！

当日は 22 名（参加学生 13 名、学生スタッフ 9 名）がボランティ

アとして 3つのブースを企画・運営をしました。 

2014 年度の東日本大震災復興支援ボランティア活動の報告展示を実

施しました。実際に東日本大震災復興支援ボランティアに参加した学生

が活動時の経験などを来場者にお話ししました。 

ボランティア・NPO 活動センターでは、職員ととも
に学生もボランティアコーディネートやボランティ
アの啓発・促進のための企画の実施などの活動をして
います。現在、深草・瀬田キャンパス合わせて、約
100名の学生スタッフが活躍しています！ 
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【発行責任者】 龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動センター センター長 伊達 浩憲 

ホームページ：http://www.ryukoku.ac.jp/npo/   深草（内線１４９０） 瀬田（内線７２５２） 
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瀬田キャンパス：〒520-2194 大津市瀬田大江町横谷 1-5    Tel:077-544-7252  Fax:077-544-7261 

 

 

 

学生のボランティア活動支援 
～ゼミ・講義でセンターの活動を紹介します～ 

 
東日本大震災をきっかけにボランティアに関心を持つ学生が急増し

ました。しかし、残念ながらボランティアについての理解が十分にされ

ているとは言えません。 

学生時代のボランティア活動は、大学の中で行う知識蓄積型の教育と

は異なり、現場に足を運んで手に触れ、目で見て、耳を傾けるといった

体験型の教育として、学生の成長を促してくれます。ぜひ、学生にボラ

ンティアについて正しく理解をしてもらい、もっとボランティア・ＮＰ

Ｏ活動センターを活用してもらいたいと考えています。 

そこで、講義やゼミ（演習）で、ボランティア活動とボランティア・

ＮＰＯ活動センターの活動をボランティアコーディネーター（職員）が

紹介します。 

本学のボランティア・ＮＰＯ活動センターが紹介するボランテ

ィア活動は、正課外活動であり、単位等として授業との直接的な

関係はありません。しかし、ボランティア活動を行う中で学生が

自ら問題意識を持ち、主体的に取り組んだときに生ずる感動、驚

き、挫折、葛藤、後悔などのリアリティある体験が、学生の成長

を促し日常の学習にも大きな影響を与えると確信しています。 

 このため、今回ボランティア活動のきっかけ作りとして、講義

やゼミ（演習）でボランティアについての説明と、当センターの

活動紹介を行います。担当の先生で当センターの紹介をご希望の

方は、当センターまでお申し込みください。 

 

１．内容 

（１）ボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動 

（２）ボランティアとは 

（３）ボランティア活動を経験するまで 

２．時間  30～90分（ご希望に合わせて実施できます） 

  （一例）30 分：センター紹介、「ボランティアとは」（講義） 

      60 分：上記に質疑応答が入る 

      90 分：活動紹介、センター案内 

（実際にセンターへ案内します） 

３．時期  4月～7月 

※詳細についてはメール等で直接、調整させていただきます 

※お申し込みは下記（センター事務部）まで、電話・メールにてお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook、Twitter で情報を発信しています！ 
センターの取り組みや、さまざまな募集告知、日常の様子などを発信中！ 
ぜひご覧いただき、いいね！ と フォロー をお願いします！ 

※ボランティア・NPO活動センターの学生スタッフと職員が共同運営しています。 

 

http://www.ryukoku.ac.jp/npo/
mailto:ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp
Tel:075-645-2047
Tel:077-544-7252

